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二台のピアノによる実践教育について　II

吉名　重美＊

Shigemi　YosH1NA

APractica1EducationwithTwoPianosII

I　緒　　　論 II　考　　　　察

　1〕加〃o1）〃oの魅力について一言で述べる事は，難し

いと考えられる。しかし争次の梅津時比古氏の言葉から

もわかるようにうD〃0の二人の心の感覚の共有を他人

に伝達することであると思える。

　“音がふと連れてくるものは，何なのであろう。たっ

たひとつの音や和音から，ある感覚や感晴が胸に広がる

ことがある。とても繊細なものであり争気づかぬうちに

包まれ，言葉を与えようとすると，葉を駆ける雨のしず

くのように，消えてしまう。詩人のクロードも争周りを

めぐるだけで争それを名付けられなかった。

　　　　　それはメロディーのように

　　　　　ひっそりと私の感覚に流れ

　　　　　春の花がひらくように

　　　　　香りがほのかにただようように

　　　　　だが言葉が来てそれをとらえ

　　　　　目の前に見せると

　　　　　灰色の霧のように色あせ

　　　　　吐息のように消えてしまう。’’

　このようにはかなく，かそけき感情の伝達は，何を創

造するのであろうか。ハ伽0Dlloを二人でする行為は，

上記で表現されている音覚とでも呼ぶべきものを，合奏

で作り上げる事である。

　この小論では以上のことにふれながら，肋1α肋1倣

の肋ηo1）〃oの曲を中心として，D〃oの楽しさと魅力，

そして筆者が学生と何故1）〃oの演奏会を行うかについ

て論及する。つまり前論文においては精神的内面性の充

実から論じた。今回は技術的面の充実を，先達のテクニッ

クから学ばせる為にこの観点から論じる。

＊島根大学教育学部音楽研究室

2－1　1）〃o曲について

　”〃101）〃0の作品は、前論文＊1の歴史の部分でも述

べたように，古くから多くの作曲家により作曲されてい

る。しかし1）〃oの作品は争筆者が学生と一緒に研究1

演奏を行った1987年から1992年の演奏曲目（mを参照）

からも推察できるようにう①作曲者自身が二台の”〃10

用に作曲した作晶と、（2）作曲者以外の音楽家が二台の”一

伽0用に編曲した作品に大別できる。そこでこの小論

では、上記の演奏会で演奏した作品の中から，特に二台

の”αη0用に作曲者自身がアレンジした作品《Sα榊

枇0θ∫加肋“〃伽η后0∫閉0ボ妙肋肋左》について考

察を行う。紙面の都合上②については、稿を改めて論及

する予定である。又この小論は学生とのD〃0の実践1

研究であるから，曲目の細部にわたる分析は行わない。

2－2　作曲家（3肋肋プ倣1881－1945）について

　ハンガリー生まれの作曲家であり争ZKδdψ（1882

－1967）と共にハンガリー民族音楽の収集及び研究で世

に知られている。1881年にナジュセントミクローシュに

生まれ，その後ポジョー二に居を移した。先輩の且1）o一

伽α〃（187ト1960）から感化を受け，F〃∫ガ　（1811

－1886）が1875年にブタペストで創立した「王立音楽ア

カデミー（現在のハンガリー国立音学院）」に1899年に

入学した。1903年にアカデミーを卒業し，1907年にこの

アカデミーで教授として教鞭をとった。1940年に渡米し，

ニューヨークで1945年に亡くなった。
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2－3　肋κ励の作品について

《Sθ㈱枇6θ∫伽・パ‘〃狛〃冶0∫肋0洲妙3肋肋プ娩》

　（ル舳gθ♂〃伽o伽1z08（4肋〃ゐ）伽伽oo閉一

カ0W）

　1，3雌”伽R伽伽2（1V1o．113励伽1伽助肋肌

　加‘W伽o后08榊oざ’ooム4）

　2，　C1207ガα〃ゴτプ〃∫肋め1（〈一α69C乃o〃∫肋ψ加

　‘W伽η尾o∫榊oポ’ω五3）

　3，Pθ伽肋〃例〃oろ〃θ（Nα135P2伽肋1㈱〃o〃1θ

　加W伽η居o∫伽oボτloム5）

　4画S肋材Cα〃o肋α〃ゐ乃〃θ1曲ク2（ル．123S加6αわ

　”〃五螂広oクパW伽励o∫〃loゴ’ooム5）

　5垣1V；舳肋昭α肋〃Fo脆So昭（No．127ルω〃〃1－

8α励πFo肋So昭クパW泌7η々o∫榊oポ’ooム5）

　6，C加η舳ガ6乃倣〃κolz（No－145C伽η舳此∫〃1／α2一

　κoパパW伽ψo∫肌oポ’ooム6）

　7．0sκ伽〆o（1Vα1460s伽2〃o肋“〃伽η冶o∫〃zoゴ

　〃〇五6）

　（）の中の記述は《”伽η冶0∫舳08》の番号と題名で

　ある。

　《”伽η冶0∫舳8》の中の作品には，今回この小論で取

りあげる《Sα招物加θ6θ∫介0棚“”伽’0冶0∫榊0∫洲》の

他に，第2ピアノのパートが用意されている曲が4曲あ

る。つまり次の肋0曲がある。列挙すると以下のとうり

である。

No．43∫〃∬舳8α伽〃∫む116ωξパW伽ψo∫舳oボ

　　　〃o42

1〉δ．44　Co物加ηプγ　ノ甘oκo〃　加2　“ノレ1乞冶クη冶08〃z08洲

　　　oo42

州o．55ηψ1ぬ加ムγ励伽〃o此クパW伽功o∫〃20ボ

　　　oo42
肋．68肋昭”伽21）αフκ6加‘｛〃伽ηゐo∫舳oゴ

　　　oo43

　上記の4曲の作曲理由は、《”伽ψ0∫肋o∫》の序文＊2

の中に述べられている。

　‘‘生徒には，できるだけ早くから，演奏会用の楽曲を

演奏する機会をあたえることが大切であるから争こうし

た曲では，ぜひとも2台用の曲として学習させることが

望ましい。’’

　又以下のように解説されている研究書米3も存在する。

Ψ0ψ0肋肋吻0ゐωα多肋肋、勿伽ゆ0∫θ伽〃舳0

げ加吻0I加材肋00肋㈱ゐθ妙ぴα〃〃αツω棚

伽0伽プ伽〃湿αSα伽θオ〃伽プ肋〃ゐ’’

　以上の観点からも，肋肋伽《”伽η冶o∫舳o∫》の中の

作品7曲を選び，1）〃oを作曲した理由が推察される。

　《Sω醐枇oθ∫加榊“λ4狛o冶o∫榊oポ‘》の1）〃oの作

曲スタイノレは、3つに大別できる。

1。二人の奏者が原曲（以下《”伽ψo∫〃ω∫》での曲

を便宜上原曲と記述する。）を分担して演奏する。つま

り大部分の場合，原曲の右手部分を肋o曲（以下《Sα1－

6勿枇㈱力0榊　ξ‘”伽0冶0∫〃10ポ’》での曲を便宜上”o

曲と記述する。）の”〃10Iが，そして原曲の左手部

分をP加椛0IIが分担して演奏する型。

2。原曲の伴奏部分を”伽0IIが演奏しサ原曲の歌唱

部分を肋舳Iが演奏する型。原曲は歌詞付きである。

3。原曲を1）加舳IIが担当し，P加ηo　Iに新たな曲を

創作して加筆した型。

1の型について

　この型に属する曲は，《8α脇加6θ∫加〃266”伽η一

后0∫榊0ボ》の中のNλ　1，3，4う6，7である。し

かし争ル．7は3型の分類にも入れることが可能である。

　No．1。肋細1伽R伽肋〃1

　筆者の論文「ピアノ教則本についての考察I」米4

で論及したようにカ古いスタイルの教則本で音楽技術の

習得をした学習者にとっては、原曲は練習しずらい曲（今

までの練習では以下の理由で習得しずらレ））と考える。

　原曲は1小節中に8分音符が7つ入った7／8拍子で

ある。それ故に争感覚的にとらえにくい曲ではないかと

推察する。その為にB”倣はこの曲の補足練習としての

曲を，《〃伽η々0∫舳∫》の第4巻の巻末に付している。

そして注記＊5として下記のことを付している。

　匡丁加クψ6κ肋〃6α〃加力㎏γθゴ加肋ゐ〃似：

〃肋00肋θ∫伽伽ψ01汰∫〃伽∫雌島伽‘‘∫θ60κ伽

00〃’∫肋〃6θμの1θ〃0〃伽肋伽伽榊〃〃伽00肋．’’

肋o肋パo伽招1oψ〃16洲∫θq〆地肋榊冴ゐ7τω舳〃一

α肋〃0力伽伽枇06ω力〃0ω∫1肋0カ伽㈱倣6弧

θκ細ゐ1心ψ1ω刎カグ〃¢o犯α励α肌θゴμの洲ゾzoんo

舳α肋わ力伽伽枇66妙伽妙，∫肋〃力伽〃α∫α

伽椛o伽砿伽∫κo〃力Zの1θけ伽加g伽肋倣夕〃肋一

励κ広oり1α〃伽∫加6108ク昭ろα肥伽〃伽α6601ψ〃泣
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〃㈱1∂o〃肋ゴ加〃1θ1o〃θ1・06肋6伽オ11ゐo肋乃伽伽

伽カ∫け伽ぴμψ昭ナ乃θ榊θ10め〃0〃肋〃η〆加ψ一

声ぴ0肋〃．B0肋抑恋∫々0〃〃ろθ∫伽♂〃伽肌乃．’’

　D〃0曲は上記に述べた《”油肋08榊0∫》での演奏指

導法が，より理解される為に作曲されていると考える。

前半部分では，”αη0Iは，原曲右手部分の旋偉を，右

手⑭左手単旋偉のユニゾンで演奏する。後半部分は，右

手1左手オクターブのユニゾンで演奏される。P乞伽0II

は原曲左手部分が，4小節から上記の《〃伽ψ0∫舳∫》

の注記で述べられた方法で演奏される。原曲のリズム感

が1）〃o曲ではよりよく鏡映され，演奏者二人の心の躍

動を表す曲であると考える。

　No．3．Pθ伽肋舳〃o〃θ（楽譜参照）

　原曲は《”伽η冶o∫榊0∫》のNへ134の練習曲の仕上

げの曲で，指の訓練の為の練習曲である。重音で常に

ム螂わで奏し、トレモロが要求され，最初から終わりま

で同じ速度で演奏する曲である。題名どうりP6ゆ6肋1

〃0κ0〃である。

　1）〃o曲は以下の方法がとられている。前半部分では，

肋ηo　Iは7小節2．5拍まで原曲と同じに演奏し，H舳o

IIは，P伽20Iを1オクターブづつ下げて演奏する。

それ以降から前半の終わり（20小節）までは，原曲を左

右に分担して演奏する。つまり”α〃0Iは原曲右手部

分を，Pわ〃0IIは原曲左手部分を演奏する。後半部分

は前半部分と同様に演奏する。絶えまなく動く指の感覚

が，動的な子供（筆者の独断によれば予彼の息子をイメ

ージさせる。）の心のような動きを感じさせる曲である

と考える。

　ノ〉b．4．　S1201プ0α功oη　αηゴ　5な∫η06フ∫ゴo吻

　原曲は2つの奏法（∫肋6αわ，ム螂云0）の交錯した練

習曲でありラ交互に混じり合わされることで困難さの度

合いが増すと考える。原曲はa，bと2曲が用意されて

いる。aは右手が先に始まり、左手が右手を模倣して追

いかける。bはその逆となる。この曲はS加㏄α広0，ム螂わ

の指のタッチにおける鋭敏な感覚や予両奏法を素早く変

化させていくため，指のコントロールが要求されている。

両奏法の組み合わせによりう滑稽さが感じられる曲と考

える。

　1）1lo曲は原曲a予bを続けて演奏する。前半部分は

原曲aの部分を，後半部分は原曲bの部分である。前半

部分では！）加120Iが原曲右手部分をユニゾンで，また

7小節から右手がオクターブになる。”〃20IIは原曲

左手部分がほぼ同じ方法で演奏される。後半部分も原曲

重美

に忠実であり，前半部分とほぼ同様のスタイルをとって

いる。D〃0曲では，原曲の指のタッチの変化を演奏者

がより明確に感じとることができると考える。

　！〉；o．6．　C1〃η〃zακo　∫〃oθη〆云o〃

　肋1倣は∫∫肋0乃の行った作曲技法（対位法）を取

り入れた作品を，《”伽ψo∫榊08》にも多く挿入して

いる。この曲と同じ題名の曲は争《”伽η冶0∫7〃08》第3巻

（No．91，No．92）にもあるが，この曲は前曲よりスケ

ーノレが大きく、より高度な技法によって作曲されて精巧

な作品であると言われている。第22う35，48小節で一時

的に2／4拍子が変わる。この拍子の変更に注意を向け

る事を要求されていると考える。原曲はa争bと2曲用

意されている。

　D〃o曲は原曲a，bを同時に演奏するように書かれ

ている。つまりNo．145aを乃鰍o　Iが，No．145bをHα〃o

IIが担当するDllo曲である。上記に述べたNo．1ヨNo．

3，No．5とは違った1）〃o曲の方法であると考える。

しかし原曲を二人で分担して演奏する形なのでうここに

含めて考える。あやとり糸がほんの些細な問違いから，

無秩序状態となる、しかし整理されて演奏できた時は，

原曲の音楽性がより増幅される曲であると考える。

　一Mo．7．0s肋〃云o

　原曲は即興曲風な踊りの為の曲で，田舎の音楽師と農

民達の陽気なお祭りの様子が感じとられる、と言われて

いる、この曲は，肋プ励の民族音楽家としての側面がよ

く表現されていると考える。そして様々な楽器を思い起

こさせる曲である。つまり荒々しいリズムで太鼓のよう

に響く低音争弦楽器での演奏を思わせるような旋律争明

るい響きの管楽器，バグパイプと表現豊かな曲である。

和音の執鋤な0s伽αわが使用され，その0∫肋2肋の上に，

民謡（B”倣自身が作曲したと言われてレ）る。）を歌いあ

げて，熱っぼい舞曲がより効果的に感じられる。演奏会

向きのにぎやかな曲であると考える。

　このDω曲は《8α榊力伽6∫力η舳　‘W油畑冶o∫舳oポ’》

の終曲にふさわしい曲である。大部分の小節では原曲右

手部分をハ伽o　Iが，原曲左手部分を1〕加20IIが分担

して演奏される。このD〃o曲はNo．3の〃αηo　Iで創

作されたスタイルに似た旋律を，”α舳IIの右手部分

に32小節から付している。これによりラ原曲よりはるか

に表情豊かな表現が可能となっている。この作品はう一

台のピアノでば味わえない音楽の幅を、可能にしている

と考えられる曲である。
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2の型について

　この型に属する曲は，《sα榊が螂∫加榊　‘｛〃伽η・

冶08〃zoポ’》のNo．5である。

より理解されると考える。その故に二人の気持ちの高揚

（演覚1音覚の発展）を，誘導するような曲であると考

える。

　1〉1o－5－1〉；舳肋昭ω伽2Fo脆Solzg　（楽譜参照）

　原曲は歌詞付きである。肋プ肋は《”伽η冶0∫舳o∫》

の中に歌詞付きの曲を，この曲の他に3曲挿入している。

肋。651）刎og〃6加W伽俳o∫舳oポ’ooム2

州o．74肋惚α肋棚So昭ω加‘‘λ4伽桃o∫肋oポ’

　　　ゐτき

1V；o．95∫o昭げ伽Fo∬ψ〃パ‘λ4伽η冶o∫榊oポ’

　　　　zlo乙3

　肋肋肋ミ歌詞を付けた曲を《Mikrokosmos》に挿入

した理由は争《〃伽ψ0∫舳8》の序文＊2にも述べられ

ている。

　“歌詞のついているパートと伴奏譜という形での曲も

4曲あるがラ器楽の勉強というものは多適切な歌唱指導

から発展すべきであると考えられているところから用意

した教材である。そういう方法で勉強を始めれば，歌い

ながらひくというこの形のこういう曲を実習する事はそ

れほどむずかしいことではない。こうした曲では争ふつ．

うのピアノ曲の大譜表による楽譜の代わりに3段の楽譜

を読譜することになるが，生徒が歌いながら，同時に伴

奏を弾くというこの形は、きわめて有用な実習であると

いうことができる。第74曲と第95曲も同じような形になっ

ているが，この両曲の場合には，まず最初に独奏曲とし

て練習し，そのあとで，歌とピアノという形で実習して

欲しい。”

　又巻末の注記＊6として、以下のように書かれてある。

“α川加S舳6〃伽榊θ1’曲ψ喀”〃鮒0〃Z力㈹〃㎎

　　肋〃∫ψ

　ω0〃肋o加α〃o∫、肋6ガフ付μの柳’カ伽γ加g肋θ〃26Zoψ

　　勿♂o〃〃昭伽o肋oθ，伽∫θoo〃〃伽ぴμψ〃9

　　伽0ヅ鋤刎1α060〃ψ”Z加Zα砿

　6炉oブ肋伽α〃枇μo．τ加oわ伽ゐけ伽s伽ガ耐

　　榊W加伽01切舳1力0∫チ伽2，伽∫κ0〃〃〃伽

　　雌1zぴ06肋6．’’

　D〃0曲ではハα〃0Iに原曲の歌唱部分をユニゾンで，

”α〃0IIは原曲の伴奏部分を演奏する。原曲の伴奏部

分の第2拍と第4拍にアクセントが付してある。このア

クセントは，ハンガリー語特有のものと同じであると言

われている。原曲の場合争歌唱部分が左手のアクセント

に惑われやすいと考える。1）zlo曲の場合にはうその点

が解消され，演奏が容易になると考える。そしてハンガ

リー語特有のリズム感は，原曲を1）〃o曲にすることで，

3の型について

　この型に属する曲はう《sα榊枇06∫加肌

居o∫肋oポ’》のNo．2である。

“〃’伽η一

Nα2．α01ゼ”〃〃〃∫伽め　（楽譜参照）

　原曲名はC乃o〃∫伽ψである。αlo〃∫伽φは何を目

的としているのであろうか。その目的は，和音の正確な

演奏法（和音での手の形，指のバランスう手首の弛緩）

と和音により作り出される旋律の把握であると考える。

その為に肋プ肋はこの曲の補足練習としての曲を，

《”伽η冶o∫榊o∫》の第3巻の巻末に付している。原曲

は基本形の3和音で争隣り合わせの鍵盤の方に動いてい

く平行進行のリズミカノレな伴奏と，それに対照的な真面

目さを感じさせるメロディーとの組み合わせを，いかに

表現していくかでこの曲の面白さが演出されると考える。

　1）11o曲ではC乃o〃∫加ψの他に乃〃∫伽ψと題名を

付している。和音の練習だけでなく，もう一つの要素を

含ませていると考える。1プ〃o曲では原曲を〃倣oIIが

受け持ち，原曲右手1左手に現れる単旋偉をオクターブ

で演奏する。”伽0IはG音を中心にしてトリルをユ

ニゾンで演奏する。筆者はこの〃〃を，主旋律（〃α一

710II）に対して相競うかのような形をとる原曲に対し

ての旋律的伴奏と考える。原曲の和音進行とメロディー

の組み合わせにう乃”を付すことによりう原曲の持つ

味が多様に変化していくかを感じる曲であると考える。

つまりC肋〃と乃プ〃で，縦軸と横軸によって表される

平面を，より鮮明にする感じの曲であると考える。

　この節の最後に以下の事を付記しておく。

　《”伽η冶0∫榊03》について種々の解説書も存在する

ので争ここでは詳しく述べる必要はないと考える。

《”伽ψ0∫舳0∫》は肋プ肋のピアノ曲の作風の特徴が

集約的に表れている。この特徴を簡略に述べると、若い

ピアニストの為に現代音楽の演奏法や，譜面の読み方を

習得曲練習㊥研究をするための教則本である。又彼白身

の子供の音楽教育の為に作曲されたと言われている。各

曲はその曲の目的が，曲名によって明確にされていると

考える。そして筆者の「ピアノ教則本についての考察I」

によっても言及している，音楽の三要素である　「リズ

ム」「メロディー」「ハーモニー」に加えて。目（視覚

的）と耳（聴覚的）で，音楽を明確に理解するための曲
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が手際よく配置されて，学生が学び，奏でる音楽（演奏）

が正確に整理され，秩序だった練習が可能であると推察

できる。

重美 5

う事へ導く。

　この章のまとめとして以下を記す。肋肋加筆者そし

て学生の3者の心の琴線が曾一致する体得を求めて精進

すると考える。

2－4　学生指導

111　演奏曲目

　以上の7曲を実践教育をふまえて総括（1）〃0曲の特

性が端的に秩序だっているために統一して論じ，演奏指

導が容易であるためである。）して考察する。

　《”伽ψ0∫〃10∫》は作曲者自身の小宇宙をまとめた

系統的な曲であり争1）〃o曲はその原曲を理解の上に成

り立つと考える。従って学生指導をする場合はう特に原

曲とD〃0曲との比較1検討を研究1演奏させる。そし

て原曲と1）〃o曲の相似性と相異性を把握させる。例え

ば前の章での原曲と1）〃o曲との比較で理解できる音域

幅の違いと音の充足感が、「音楽性の豊かな表現を明示

する」ということを考えさせる。

　又争筆者が1）〃o曲を学生と演奏する時（〃〃lo　Iを

学生に弾かせて争筆者が”α〃0IIを担当する。逆の場

合もある。），次のことを学生に考えさせて指導してい

る。

　1．筆者の音がどのように聴こえるか。

　2．白分（学生）の音はD〃0曲の演奏で，どんな意味

（役割）をもっているのか考察させる。

　3．肋肋冶の意図を考察させる。

　4．上記3が自分なりに把握できたならば。それを相手

に明確に伝えるように努力させる。

　5．演奏者の相互の意志伝達方法はうどのようにすれば

最大限に伝わるか考察させる。

　以上が理解されると，演奏技術は飛躍的に増大すると

考える。そして各作品をより理解させていく為には争1

型，2型，3型の1）〃0曲の中でラ特に曲名から次の様

な実例を示して理解させていく方法をとっている。つま

り作曲者の意図を最大限に把握する為である。

　《Sω6〃がκθ∫力η榊　‘‘λ4伽η后o∫榊oポ’》のNo．2に

おいて，C乃0”の訳は和音と訳されるが、もう一つの

訳は心の琴線という意味も所有している。そして「τ加

∫o鮒〃∫加κ々α靱〃ψolオ加此o1zo〃加加プ加olげ（そ

の音が彼女の共感を呼び起こした。）」という英文例か

らも理解されるように，音を媒介とする相互の心の共感

（音感の共有）を与える練習が書この作晶の題名からも

推察される。一方うT”は装飾音の一種であるが，も

う一つは震える声で歌う，鳥がさえずるという意味も所

有する。これらのことは，共鳴する音（教師と学生の共

有する音）の練習が，D〃0の練習でも重要であるとい

　この章で，当該音楽研究室（筆者）の活動記録として，

肋〃01）ω（筆者と学生）曲の演奏曲目を列挙する。

　④1987年7月7日

　　〃02α所W．λ．：So〃肋仰’2KZω1榊z〃4肋η一

　　ゴθηK．〃．448

　　Sαわ2オSα肋∫，CC．：τ伽加ガoη∫伽’2ルηo∫o〃

　　肋θ〃～θ〃z6q〆B6θ肋oo〃2ρφ．35

　　∫〃1肋ηα，F．：S0舳肋〃10肌榊006112θ〃伽’

　　2枇〃o∫8肋〃ゐ（E肋〃妙G60怨K〃〃舳榊り

　　S6加〃1α舳，R．λ．：ん肋肋1〃〃τ伽伽ク01閉

　　ノ伽’2K1α〃6κ2〃　4Hクηゴ6〃0抄．46

　　G㈱伽伽，G．：Rψ∫oψ加肋κ力け加舳㈱ゴoグ

　　61～θ∫わη

　㊥1988年9月29日

　　〃o洲すW．λ．：F〃g6伽’2KZ〃ゴ舳4肋〃θη

　　K．o．426

　　〃o鮒い47．λ．：ム〃gθ材ol〃〃〃／691ηゴ〃E∫力か

　　2〃6ジκzωゴ6κ

　　B”倣，且：Sα伽がθ6θ∫伽〃Z“λ〃プ0冶0∫閉0∫’’

　　‘λ〃η昭〃伽’2伽ηo∫4乃舳ゐ妙伽oo妙o∫θり

　　C加肋？．且F：Rollゐ力γ2力わ〃o∫ρρ．73

　　κ肋Zα〃，Fグ：Soηα肋昭ρゆ．201＼rプ．3　（II何　KZα〃6プ

　　加云〃舳伽〃ψo〃クθ〃oo〃んlg〃8オ”6加1

　　Φ．1刷

　　So1加オーSαぎ〃∫，C．C．：工θCα閉αoα11）6∫λ〃〃〃zα

　　仰伽∫αψ伽2〃’R．肋伽ω肱カo鮒2加舳∫

　　易4〃zαわz∫ゾ

　⑮1989年9月25日

　　〃o醐沈〃．λ．：Soク1α加カプ2KZω杉犯〃4

　　肋〃ゴ〃2K’．o．448

　　Sα加チーSαθ狐CC．：So1z㈱o力ol〃・2加〃o∫∂

　　4榊α加∫ρヵ．87

　　α1∫加〃仰，G：λ〃ル〃θ叱伽加肋泌2加脇o∫

　　41〃〃ゐ伽畑〃o㈱加z／

　　D伽W，C．：肋別α6θオ1V；oかカo肋プ2肋〃o∫∂

　　4〃2αカ2∫

　　励η加〃∫，∫：Soηα加カブ2KZω加1？醐4肋〃伽π

　　ρヵ．34ろ伽α61z♂6舳　Q〃加加オ云ρ汐．34ノ

sokyu
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⑭1990年9月20日

肋〃一Sα帆Cα：1伽〃わη∫〃2枇1zo∫・・
　肋θ肋θ榊θρ136θ肋ooθ物　ρφ．35

G鮒加0加，G：Rφ0φ加肋κ伽地〃0”〃0グ
○加∫わη

1）θろ〃∫叫α乃伽ゐδ肋必8一η〃〃チ〃2力舳6

此S勧肋雌〃α伽棚6僻∂1κ肋〃力・・プゴααルー

κ0∫ゾ

1）θ6鮒軌C一：肋肋∫S〃伽rτ7伽wφ加z〃〃・2

加舳δ4舳加∫μプ肋2プ三励鮫り

B〃切匁1文：S〃加ノ∂γ伽フoヵ加〃o∫0φ．46

11992年度計画予定

Cカoが仏　F．一F．：Roπ必力〆　2カ加η6∫0抄．73

86加㈱α榊見：鰍6∂肋∫θη伽榊ゐC伽oη

力olげ伽・oδ力肋蝸2力ゆ・∫4・・α加∫加プCλ．

D幽4∫切

〃肋α1ψ∬：Sαη伽・011伽β〃加力0〃〃θ鮒加一

〃0∫ノ

＆加才一8α勿地Cα：∫伽120カo鮒2加〃o∫∂4

〃zα加∫ρ汐．87＝ノ

ω∫伽伽，G：肋〃伽の伽∫α伽∂カ・肋0加一

〃0∫，伽κ加〃ゐ伽α留0り18チ0〃θノ

Gα6伽o加，G：α必”20ひθ1伽κr乃η郷ぴめ6ゴカプ

加0ル1帆伽プ伽〃ゐなyG惚01ツSわ〃θゾ

IV　結　　　論

　B〃倣の研究については，著者による演奏活動を含め

た十数年来の一連の仕事がある。勿論、この小論もその

続きの研究である。平成元年度の教育学部紀要＊4におい

て、教師の「理想音」を学生に指導する方法論を述べた。

その一部分を要約する。

　‘学生が理想音を体得出来たならば、次の「メロディ

ー」，「ハーモニー」争「リズム」の理解の完全なる把

握のために「楽譜を正しく読みとる」、「弾かれた音が

楽譜に忠実であるかを聴き分ける」ことが大事である。

そしてこの2つのことが争Bα肋冶または地sゐ0捧冶ツより

直接習った学生達に，一番強調されたことではないだろ

うか。学生が音楽院を卒業後，今度は自分が先生になり

教える側になった時、教えるための精神的理念および基

本的法則をこの「ハ倣0”6肋0ゴ」が与えたのではない

だろうか。さらに別の言葉で述べるとすれば予この「”一

伽0”6肋0♂」の役割は，ハンガリーにおける子供のた

めのピアノ教則本の指導要領，参考書および手引き書で

もある。そこで筆者が発見するのは，ハンガリーのそれ

ぞれの地方から選び抜かれた学生が音楽の上達を求め，

ピアノの技術を真剣に向上させる事に熱中する若者の姿

である。教師のレッスンをつまらなそうな顔をして，た

だ時問のたつのを願うだけの学生ではない。彼らは，

肋プ榊教授と肩を並べたい，いまだ世界の人々に知ら

れていない肋1倣の技術を懸命に学びとろうとめざし，

レッスンに没頭している学生の姿である。そして卒業し

たら地方に帰り，肋γ娩より習ったこの「”〃10”6肋一

〇ゴ」を参考にして，生徒に音楽の精神（民族の心）を教

えるハンカリーの小中学校の音楽の教師の姿を，目に浮

かべる事ができる。”

　我々はH伽o1）lloをすることによってう“肋肋左の

音楽洲この場合は大学教師（筆者）の持っている理想音

を争学生により直接的に伝達できると考えられる。

　一方平成2年度の論文二求1において、合奏（D〃0）の

最大の特徴は何かという観点から以下のような研究を行っ

た。少し長冗になるがそれを述べる。

　“もともと音楽が社会に存在する最大の理由は，音を

通した人間相互のコミュニケーションに他ならないと考

える。このように合奏では争まず奏者二人の創造への

“意志同調”が基調となっている。そしてこの同調は，

決して容易な妥協ではないはずと考える。

　人問の手の指は10本で，標準的なピアノは88鍵である。

一人10本の指と、二人で20本の指でピアノの音を出す場

合を比較して考えても。種々の多彩さが考えられる。倍

の音が出せる可能性や五聴衆に伝える印象のダイナミッ

クさなども挙げられる。”〃∫た1ψ概肋伽zがいきな

り倍になるというよりも予二人の情念の創作する音楽世

界の調和の部分の魅力が倍になると考えられる。一人で

一台のピアノを弾くときと、二人で一台，又二台のピア

ノを弾くときでは争同じピアノという鍵盤楽器による音

楽でも，聴く人への音楽のゆ1概肋肋〃が全く違っ

たものになる。

　しかし，難しい曲を一人で弾くより，二人で弾いた方

がテクニックの点でも補間しあう場合も多いし，また二

人でアンサンブルをする楽しみもある。”〃101）〃0と

いうのは，手軽に自分達でう6αψ16で演奏してみようと

いう発想がその根底にあると考える。つまり，合奏の一

番素朴な基本的な1ψ搬肋伽Z形体である。

　楽器としては，他のどの楽器よりも最高の表現可能力

を持つピアノは，多くの人との協力の元で作り上げられ

るオーケストラの曲を争一人で，または二人で演奏する

事も可能である。白ら演奏することによりオーケストラ

の曲を，より身近に感じることができる。そのような面

以外に，”α〃0D〃0の最大の楽しさは、下手でも自分
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も演奏し，相手と一緒に音楽を生み出していくことにあ

ると考える。本質的には，大きな演奏会場で多くの人々

に聴かせるまたは聴いてもらうというよりも，自分達で

弾いて楽しみ，少数の気のあった人達が互いに弾いたり

聴いたりして楽しむ種類のものといえるのでないかと考

．える。そこにこそP加η01）〃0の楽しさ，面白さ、演奏

者相互の人問関係ばかりでなく、特定された聴く人（聴

衆）との相互のコミュニケーションも生まれてくるので

はないか。気張った亨肩のこったような演奏会でなく、

心から音楽を楽しむという気持ちが生まれ，弾き手と聴

きての問の何らεら垣根’’のない状態が存在する。”

　緒論においてふれた音覚を形成するために，教師と学

生の1）〃oが存在しう学生が教師となりまた学生とD〃o

を組むことによって雪音楽文化の伝達が脈々と受け継が

れるのである。つまり，学問1芸術の伝承方法がここに

も表れている。

　数学者の小平邦彦先生も次のように述べている。

　“さて数学の学び方であるが，数学の本を開いて見る

と、いくつかの定義と公理があって雪定理とその証明が

書いてある。定理を理解するにはまず証明を読んでその

論証を辿ってみる。それで証明がわかればよいが争わか

らないときは繰り返しノートに書き写して見ると大抵の

場合わかるようになる。わからない証明を繰り返しノー

トに写すと言うのが数学の一つの学び方である＊7’’。

　以上は数学の学び方であるが，音楽の学び方にも当て

はまる。楽譜を見るとよく弾けるかどうか不安であるが，

何回もピアノの鍵盤に接して，繰り返し，繰り返し練習

すると，ある日突然わかったと言う音覚がひらめく時が

ある。これの繰り返しで白分の中に音楽が成長していく

と考えられる。二人で”伽01）〃0をする場合も，繰り

返し，繰り返し練習する期間に，教師と先生の音覚が成

長し伝達される。この伝達過程が1）〃oの楽しさであり，

演奏会において聴衆はこの1）〃oの楽しさ　　臨場感に

ひたる喜ひ　　を味わうのではないかと思う。はかなく，

かそけき感情が会場に充満することこそ音楽家の喜びで

あり，その為に精進するのである。

　最後に，演奏会における〃伽o1）lloの魅力は，次の

ことと対比させることが可能である。舞台演出家が観客

達へ見る喜びを与えるために俳優を演出し，舞台と観客

の問に演覚をかもしだす。これと対比して述べれば，

1）〃o演奏は、一人芝居でなく二人芝居を争そこで演奏

者自身が演出家になり争演覚と音覚を聴衆に提供し，香

気を共有する。これがD〃0の魅力であると考える。

　以上を結びの言葉として，今回の小論を終わりにする。

重美 7
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